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( 百万円未満、少数点第 1 位未満は切捨て ) 

 

１．平成 20 年 3 月期 第 3 四半期の連結業績（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 12 月 31 日） 

   
( ％表示は対前年同四半期増減率 ) 

(１) 連結経営成績                      

 
経常収益 経常利益 四半期（当期）純利益

 

２０年３月期第 3 四半期

１９年３月期第 3 四半期

          百万円   ％

 １０,７３７  （ 32.0 ）

８,１２９  （  1.4 ）

     百万円    ％

１,７７５   （  1.3 ）

    １,７５１  （ 21.8 ）

     百万円   ％

     ５５０   （△43.2 ）

９６９   （△29.3 ）

１９年３月期 １１,２２５      ２,２６７ １,３２５ 

 

 
     １株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期（当期）純利益

 

２０年３月期第 3 四半期

１９年３月期第 3 四半期

円   銭 

       ２２  ９３    

４０   ４０ 

円   銭 

          ― 

― 

１９年３月期 ５５  ２２ ― 
  
  
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率(注) １株当たり純資産

 

２０年３月期第 3 四半期

１９年３月期第 3 四半期

            百万円

４８８，１４３    

４７８，５１６  

           百万円

３２，９１７   

   ３４，２８３ 

               ％ 

       ６．７  

７．１ 

     円   銭

  １,３７１   ５４

 １,４２８    ４６

１９年３月期 ４８０，８７８ ３４，４１０   ７．１   １,４３３    ７５
   

(注) 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出

しております。 

 

 

 

 

 

 

http://www.shizuokachuo-bank.co.jp/
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２．平成 20 年 3 月期の連結業績予想（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

   平成 20 年 3月期の連結業績予想につきましては、第 3四半期の実績及び今後の見通しを勘案し、平成 19 年

11 月 16 日の公表いたしました連結業績予想を以下の通り修正いたします。 

   なお、当該予想数値の修正に関する事項は、3 ページ【定性情報・財務諸表等】3.連結業績予想に関する定

性的情報をご参照ください。 

 

 【連結】 

   
経常収益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

通    期 

百万円

 １３,７４０ 

百万円

１,９００ 

百万円 

 ５７０ 

円      銭

２３  ７５ 

【単体】（参考） 

   
経常収益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 

通    期 

百万円

 １３,７２０ 

百万円

１,８８０ 

百万円 

 ５６０ 

円      銭

２３  ３３ 

 

 

３．その他  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無              ： 有 

（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無            ： 有 

 （注）詳細は 3 ページ【定性情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成しておりますが、実際の業績は、今後様々な要因に

よって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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【 定性的情報・財務諸表等 】 
 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

   当第 3 四半期の経営成績につきましては、収益面は、中小企業向けや、住宅ローンを中心とした貸出金の増

加により資金運用収益が前年同期比 9億 85 百万円増収となったことに加え、国債等債券売却益や株式等売却益

の増加により、連結経常収益は前年同期比 26 億 8 百万円増収の 107 億 37 百万円となりました。費用面は、預

金利息の増加により資金運用費用が増加したことに加え、貸倒引当金繰入額や債券償却が増加したことにより、

連結経常費用は前年同期比 25 億 83 百万円増加の 89 億 61 百万円となりました。その結果、連結経常利益は前

年同期比 24 百万円増益の 17 億 75 百万円となりました。連結四半期純利益につきましては、会計基準の変更に

伴う役員退職慰労引当金の繰入を実施した結果、前年同期比4億19百万円減益の5億50百万円となりました。 

  （参考）「単体」の経常収益は 107 億 1 百万円、経常利益は 17 億 60 百万円、四半期純利益は 5 億 35 百万円と

なり、銀行の本業の実質的な利益を示すコア業務純益は、前年同期比 2 億 78 百万円増益の 23 億 73

百万円となりました。 

    

２．連結財政状態に関する定性的情報  

   当第 3 四半期における総資産は、前年同期比 96 億 27 百万円増加し 4,881 億 43 百万円となり、純資産は前年

同期比 13 億 65 百万円減少し 329 億 17 百万円となりました。 

   貸出金は中小企業向けや住宅ローンを中心に前年同期比 145 億 37 百万円増加し 3,930 億 6 百万円となり、 

  預金は個人預金を中心に前年同期比 82 億 41 百万円増加し 4,446 億 16 百万円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報  

  [通期の業績予想修正について] 

   通期の業績予想につきましては、平成 19 年 11 月 16 日公表の業績予想に対し、経常収益は予想に変更なく

137 億 40 百万円を見込んでおります。経常利益は最近の株式市場の低迷を踏まえ国債等債券償却や株式等償却

が新たに発生することを想定して修正し 19 億を見込んでおります。その結果、当期純利益も修正し 5 億 70 百

万円を見込んでおります。 

  （参考）「単体」通期の業績予想につきましては、平成 19 年 11 月 16 日公表の業績予想に対し、経常収益は修

正し 137 億 20 百万円を見込んでおります。経常利益は最近の株式市場の低迷を踏まえ国債等債券償却

や株式等償却が新たに発生することを想定して修正し18億80百万円を見込んでおります。その結果、

当期純利益も修正し 5億 60 百万円を見込んでおります。 

 

４．その他 

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

    該当ございません。 

（2）会計処理の方法における簡便な方法の採用 

当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、一部「簡便な手続き」を採用して四半期

財務・業容の概況を作成しております。 
    なお、四半期財務・業容の概況に関する計数は、監査法人の監査を受けておりません。 
  【簡便な手続きの内容】 
   ①貸倒引当金の計上基準 
     平成 19 年 9月末時点における債務者区分をベースとし、平成 19 年 9月末から平成 19 年 12 月末まで 

の倒産、不渡り、延滞等の客観的事実のほか、当行の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを 

行った平成 19 年 12 月末残高に対し、平成 19 年 9月期に適用した貸倒実績率等に基づき計上しておりま 

す。 

   ②法人税等の計上基準 
    簡便的に法定実効税率をベースとした年間予測税率により算出しており、法人税等調整額は「法人税、 

住民税及び事業税」に含めて表示しております。 

（3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

   ①有形固定資産の減価償却の方法の変更 

     平成 19 年度税制改正に伴い、平成 19 年 4月 1 日以後に取得した有形固定資産については、改正後の「定

率法」及び「定額法」に基づく減価償却の方法に変更しております。これに伴う損益への影響は軽微であ

ります。 

     また、平成 19 年 3 月 31 日以前に取得した有形固定資産のうち、従来の償却可能限度額まで償却が到達

している有形固定資産については、残存簿価を 5 年間で均等償却しております。これに伴う損益への影響

は軽微であります。 

②役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労金は、従来支出時の費用として処理しておりましたが、「租税特別措置法上の準備金及び

特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い（日本公認会計士協会  
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監査・保証実務委員会報告第 42 号平成 19 年 4 月 13 日）」に基づき、当事業年度から、内規に基づく支

給見込額を引当金として計上する方法に変更しております。 

     この変更に伴い、当事業年度の期首に計上すべき過年度相当額 555 百万円については特別損失に、当事

業年度第 3四半期負担額 61 百万円については営業経費に計上しております。これにより、従来の方法によ

る場合と比較して、経常利益は 61 百万円、税金等調整前四半期純利益は 616 百万円それぞれ減少しており

ます。 

③睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

     睡眠預金払戻損失引当金は、利益計上した睡眠預金について預金者からの払戻請求に基づく払戻損失に

備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を引当てております。 

     利益計上した睡眠預金の預金者への払戻損失は、従来払戻時の費用として処理しておりましたが、「租税

特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取

扱い」（日本公認会計士協会監査・保証実務委員会報告第 42 号平成 19 年 4 月 13 日）が平成 19 年 4 月 1

日以後開始する連結会計年度から適用されることに伴い、当事業年度から同報告を適用し、睡眠預金の支

出に備えるため、過去の払戻実績に基づく将来の払戻損失見込額を睡眠預金払戻損失引当金として、その

他経常費用に 25 百万円計上しております。 

     これにより、従来の方法に比べ、経常利益、税金等調整前四半期純利益とも 25 百万円減少しております。 
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比較四半期 連結貸借対照表 

                                      （単位：百万円） 
 

科   目 
当四半期（Ａ） 

（平成 20 年 3 月期 
第 3 四半期末） 

前年同四半期（Ｂ）

（平成 19 年 3 月期 
第 3 四半期末） 

比    較 
（Ａ）－（Ｂ） 

（参考） 
平成 19 年 3 月期 

(資 産 の 部 ) 

 現 金 預 け 金  

 コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形  

 買 入 金 銭 債 権  

有 価 証 券  

 貸 出 金  

 そ の 他 資 産  

 有 形 固 定 資 産  

 無 形 固 定 資 産  

繰延税金資産             

 支 払 承 諾 見 返  

 貸 倒 引 当 金  

１４,５８３

１１,９００

―

６１,１７５

３９３,００６

１,３９７

９,１３０

４１６

１,６６８

７４５

△５,８８０

２４,９７２

７,４００

９９９

５９,０８５

３７８,４６９

１,２９０

９,１４０

３３０

５９７

６９２

△４,４６０

 

△１０,３８９ 

４,５００ 

△９９９ 

２,０８９ 

１４,５３７ 

１０６ 

△９ 

８６ 

１,０７１ 

５３ 

△１,４１９ 

２１,８４７

２１,９００

―

５７,０１７

３７３,２３７

１,３８２

９,１０１

３８６

―

６８３

△４,６７８

資 産 の 部 合 計  ４８８,１４３ ４７８,５１６ ９,６２７ ４８０,８７８

(負 債 の 部 ) 

 預 金  

 そ の 他 負 債  

賞与引当金 

役員賞与引当金 

退 職 給 付 引 当 金  

役 員 退 職 慰 労 引 当 金  

睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金  

 繰延税金負債 

 再評価に係る繰延税金負債 

 支 払 承 諾  

４４４,６１６

５,１８０

２３４

―

１,５６１

６１６

２５

―

２,２４５

７４５

４３６,３７４

２,９５９

２４６

―

１,６８６

―

―

―

２,２７３

６９２

 

８,２４１ 

２,２２０ 

△１２ 

― 

△１２４ 

６１６ 

２５ 

― 

△２８ 

５３ 

４３８,９５１

２,３７９

４４９

４３

１,６３２

―

―

５４

２,２７３

６８３

負 債 の 部 合 計  ４５５,２２６ ４４４,２３３ １０,９９３ ４４６,４６８

(純 資 産 の 部 ) 

(株 主 資 本 ) 

 資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

株 主 資 本 合 計  

(評 価 ・ 換 算 差 額 等 ) 

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金  

 土 地 再 評 価 差 額 金  

 評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計  

２,０００

０

２５,７１５

２７,７１６

１,６８８

３,５１２

５,２０１

２,０００

０

２４,８８５

２６,８８６

３,８４０

３,５５６

７,３９６

 

 

― 

― 

８２９ 

８２９ 

 

△２,１５１ 

△４３ 

△２,１９５ 

２,０００

０

２５,２４０

２７,２４１

３,６１１

３,５５６

７,１６８

純 資 産 の 部 合 計  ３２,９１７ ３４,２８３ △１,３６５ ３４,４１０

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  ４８８,１４３ ４７８,５１６ ９,６２７ ４８０,８７８

 
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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比較四半期 連結損益計算書 

                                      （単位：百万円） 
 

科   目 
当四半期（Ａ） 

（平成 20 年 3 月期 
第 3 四半期） 

前年同四半期（Ｂ） 
（平成 19 年 3 月期 

第 3 四半期） 

比    較 
（Ａ）－（Ｂ） 

（参考） 
平成 19 年 3 月期 

経 常 収 益  １０,７３７ ８,１２９ ２,６０８  １１,２２５ 

 資 金 運 用 収 益  

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）  

(う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 ）  

 役 務 取 引 等 収 益  

 その他業務収益 

そ の 他 経 常 収 益  

８,２７２ 

（７,４１４）

（  ８０２）

７６７ 

２７６ 

１,４２０ 

７,２８６ 

（６,５３６）

（  ７３０）

７４２ 

２５ 

７３ 

９８５  

（  ８７８） 

（   ７２） 

２４  

２５１  

１,３４６  

１０,０８８ 

（８,８７３）

（１,１８２）

９９８ 

２８ 

１０９ 

経 常 費 用  ８,９６１ ６,３７７ ２,５８３  ８,９５７ 

資 金 調 達 費 用  

（ う ち 預 金 利 息 ）  

 役 務 取 引 等 費 用  

 その他業務費用 

営業経費 

そ の 他 経 常 費 用  

１,０２３ 

（１,０２２）

４４１ 

４６２ 

５,２１３ 

１,８２０ 

３２１ 

（  ３１４）

４７４ 

４ 

５,１３５ 

４４３ 

７０２  

（  ７０８） 

△３２  

４５７  

７８  

１,３７７  

５４８ 

（  ５４１）

６５６ 

９ 

６,８８４ 

８５９ 

経 常 利 益  １,７７５ １,７５１ ２４  ２,２６７ 

特 別 利 益  

特 別 損 失  

１０ 

５７４ 

４４ 

４２ 

△３３  

５３１  

７８ 

６９ 

税 金 等 調 整 前 四 半 期（ 当 期 ）純 利 益  

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税  

法 人 税 等 調 整 額  

１,２１１ 

６６１ 

― 

１,７５２ 

７８２ 

― 

△５４１  

△１２１  

―  

２,２７７ 

１６７ 

７８３ 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益  ５５０ ９６９ △４１９  １,３２５ 

 
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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四半期 連結株主資本等変動計算書 

 
当四半期（自平成 19 年 4 月 1 日 至平成 19 年 12 月 31 日）           （単位：百万円）       

株主資本               

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 

平成 19 年 3 月 31 日残高 ２,０００ ０ ２５,２４０ ２７,２４１

当四半期中の変動額  

剰余金の配当 △１２０ △１２０

四半期純利益 ５５０ ５５０

土地再評価差額金の取崩 ４３ ４３

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 当 四 半 期
中 の 変 動 額 （ 純 額 ）   

当四半期中の変動額合計 ― ― ４７４ ４７４

平成 19 年 12 月 31 日残高 ２,０００ ０ ２５,７１５ ２７,７１６

 
評価・換算差額等  

その他有価証  

券評価差額金 
土地再評価差額金 

評価・換算   

差額等合計 
純資産合計 

平成 19 年 3 月 31 日残高 ３,６１１ ３,５５６ ７,１６８ ３４,４１０

当四半期中の変動額  

剰余金の配当  △１２０

四半期純利益  ５５０

土地再評価差額金の取崩  ４３

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 当 四 半 期
中 の 変 動 額 （ 純 額 ）  △１,９２３ △４３ △１,９６７ △１,９６７

当四半期中の変動額合計 △１,９２３ △４３ △１,９６７ △１,４９２

平成 19 年 12 月 31 日残高 １,６８８ ３,５１２ ５,２０１ ３２,９１７

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 
 

セグメント情報 
 

（１）事業の種類別セグメント情報 
     連結会社は銀行業以外に一部不動産、保証業務等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメ

ントに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 
 

（２）所在別セグメント情報 
     在外連結子会社及び在外支店等がないため該当項目はありません。 
 

（３）国際業務経常収益 
     国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 
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 平成２０年３月期 第３四半期 決算説明資料  
 
 

１．損益の状況（ 単体 ） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  
経常収益は、中小企業向けや住宅ローンを中心とした貸出金の増加による資金運用収益の増加や株式等 

売却益の増加等から、前年同期比 26 億 2 百万円増収の 107 億 1 百万円となりました。 

 経常利益は、預金利息の増加に加え貸倒引当金繰入額や債券償却が増加したことにより、前年同期比 38 

百万円減益の 17 億 60 百万円となりましたが、銀行本業の実質的な利益を示すコア業務純益は、前年同期比

2億 78 百万円増益の 23 億 73 百万円となり順調に推移しております。 

四半期純利益は、会計基準の変更に伴う役員退職慰労引当金の繰入を実施した結果、前年同期比 4億 81 

百万円減益の 5億 35 百万円となりました。 

（単位：百万円） 

          当四半期 

２０年３月期第 3四半期

（Ａ） 

前年同四半期 

１９年３月期第 3四半期

（Ｂ） 

比較 

 

（Ａ）-（Ｂ） 

（参考） 

１９年３月期 

経常収益  １０,７０１ ８,０９９ ２,６０２ １１,１８０

業務粗利益 ７,３１５ ７,２０２ １１３ ９,８２３

資金利益 ７,２４９ ６,９６５ ２８４ ９,５３９

役務取引等利益 ２５１ ２１５ ３５ ２６５

その他業務利益 △１８５ ２１ △２０６ １８
 

 うち国債等債券関係損益 △１８５ ２１ △２０６ １８

経費（除く臨時処理分） ５,１２７ ５,０８５ ４２ ６,８２３

 うち人件費 ３,０４６ ３,０８４ △３８ ４,１２４

 うち物件費 １,８５１ １,７６１ ８９ ２,３９４ 

 うち税金 ２２９ ２３９ △９ ３０４

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） ２,１８８ ２,１１７ ７１ ２,９９９

 コア業務純益（注） ２,３７３ ２,０９５ ２７８ ２,９８０

①一般貸倒引当金繰入額 △２９ △５９５ ５６５ △２９５

業務純益 ２,２１８ ２,７１２ △４９４ ３,２９５

臨時損益 △４５７ △９１３ ４５５ △１,１０６

②うち不良債権処理額 １,７０８ ８７５ ８３２ １,０６７

貸出金償却 ― ― ― ―

個別貸倒引当金純繰入額 １,６４４ ８４４ ８００ １,０３６ 

その他の債権売却損等 ６３ ３１ ３２ ３１

 

うち株式等関係損益 １,３５０ △１ １,３５２ ７

経常利益 １,７６０ １,７９８ △３８ ２,１８８

特別損益 △５６４ ０ △５６５ ０

税引前四半期（当期）純利益 １,１９５ １,７９８ △６０３ ２,１８９

税金費用 ６５９ ７８１ △１２２ ９４７

四半期（当期）純利益 ５３５ １,０１７ △４８１ １,２４１

  

 ①+② 与信費用 １,６７８ ２８０ １,３９８ ７７２

（注）コア業務純益 ＝ （業務純益） ＋ （一般貸倒引当金繰入額） ― （国債等債券関係損益） 
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２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（ 単体 ）   

 

 平成１９年１２月末の「金融再生法開示債権（単体）」は１３,７６４百万円となり、総与信に占める 

 割合は ３.４９％となりました。 
 

 

 

（単位：百万円）   (参考)  （単位：百万円） 

  
平成 19 年 12 月末 平成 18 年 12 末 

 
平成 19年 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ４,９６７ ３,１９９  ４,５７７

危険債権 ７,３８３ ８,５８０  ７,５３３

要管理債権 １,４１４ １,０８５  １,５９３

合 計 １３,７６４ １２,８６４  １３,７０４

  

総与信に占める開示債権額の割合 ３.４９％ ３.３９％  ３.６１％

 
（注）上記の四半期末(平成 19 年 12 月末)の計数は、｢金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則｣第

4 条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき年度末
又は中間期末に開示する計数とは異なるため計数は連続しておりません。 

 
１．平成 19 年 12 月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」の金額は、同年 9月末

時点における債務者区分（※）をベースとし、同年 9 月末から 12 月末までの倒産、不渡り、延滞等の客
観的事実のほか、当行の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行い、平成 19 年 12 月末残高
にて開示しております。 

 
２．平成 19 年 12 月末の「要管理債権」の金額は、同様に同年 9月末時点における「要管理債権」をベースと

し、同年 9 月末から 12 月末までに新たに「要管理債権」となった貸出債権、および回収状況ならびに債
務者区分の変更を勘案し、平成 19 年 12 月末残高にて開示しております。 

 
※ 債務者区分との関係 

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 
・危険債権 （破綻懸念先の債権） 
・要管理債権（要注意先のうち、元本又は利息の支払が 3ヶ月以上延滞しているか、又は貸出条件を 

緩和している債権） 

 

 

 
３．自己資本比率（ 国内基準 ）   

 

 平成２０年３月末の単体自己資本比率は１１.０％程度、単体ＴierⅠ比率は９.６％程度を予想しております。

         連結自己資本比率は１１.０％程度、連結ＴierⅠ比率は９.６％程度を予想しております。 
                     

(参考) 

 平成 20 年 3 月末 

(予想値) 

平成 19 年 3 月末 

(実績) 

平成 19 年 9 月末 

(実績) 

【単体】自己資本比率  １１.０％程度 １１.１５％ １１.３４％

 うちＴierⅠ比率  ９.６％程度 ９.７５％ ９.９５％

【連結】自己資本比率  １１.０％程度 １１.１９％ １１.３９％

 うちＴierⅠ比率  ９.６％程度 ９.７８％ ９.９８％

 

（注）上記予想値は、経営環境他に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 
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４．時価のある有価証券の評価差額（単体） 
○ 評価差額                                  （単位：百万円）   (参考)  （単位：百万円） 

平成 19 年 12 月末 平成 18 年 12 月末  平成 19 年 9月末 

評価差額 評価差額  評価差額 

 

 

 

時価 

  うち益 うち損

時価 

  うち益 うち損  

時価 

  うち益 うち損

その他有価証券 59,277 2,768 4,269 1,501 57,296 6,295 6,983 688  71,583 2,684 4,136 1,451

株 式 9,692 3,417 3,919 501 8,597 6,167 6,195 28  6,803 3,681 3,961 280

債 券 38,444 13 307 294 33,201 △280 89 369  48,494 △219 135 355

 

その他 11,141 △662 42 704 15,497 408 699 290  16,284 △776 38 815

 
（注）１．平成 19 年 12 月末の「評価差額」及び「含み損益」は、同年 12 月末時点の帳簿価額（償却原価法適用前、

減損処理前）と時価との差額を計上しております。 
また、平成 19 年 9月末の「評価差額」及び「含み損益」は、同年 9 月末時点の帳簿価額（償却原価法 
適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。 

   ２．満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。 

  

 

５．デリバティブ取引 （単体） 

   該当ございません。 

 

 

６ ．預金・貸出金の残高（単体） 

（１）預金の状況 

 
平成１９年１２月末の預金残高は、４４５,４６０百万円（前年同期比＋８,３７５ 百万円 １.９１％増）と

なりました。  

 
（単位：百万円）    (参考)    （単位：百万円） 

 平成 19 年 12 月末 平成 18 年 12 月末 平成 19 年 9月末 

預 金（末残） ４４５，４６０ ４３７，０８４

 

４４３，６２８

 うち個人預金 ３２２，２３３ ３１４，５９３  ３１７，６２１

 

（２）貸出金の状況 

 

 

 

平成１９年１２月末の貸出金残高は、３９３,００６百万円（前年同期比＋１４,５３７百万円 ３.８４％増）と

なりました。 

（単位：百万円）    (参考)    （単位：百万円） 

 平成 19 年 12 月末 平成 18 年 12 月末  平成 19 年 9月末 

貸出金（末残） ３９３，００６ ３７８，４６９  ３７８，３８２

うち中小企業等向け貸出金 ３５６，９４０ ３４０，０５９  ３４４，２５１  

うち消費者ローン ８１，２３９ ６７，５９８  ７７，１８６

  うち住宅ローン ７８，１５４ ６３，４７６  ７３，９０５

 

以 上 
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